
  

 

しつづけること  
～みまもり続けること・働きかけ続けること～ 

6月の終わりに梅雨入りとなり、不安定な天候が続きます。蒸し暑さはありますが、各教室には

クーラーが設置され学習環境も整えられており、１学期のまとめに向けて子どもたちは一生懸命学

習に取り組んでいます。 

本年度がスタートして３か月が過ぎました。振り返ると、この期間に子どもたちはたくさんの地

域の方とつながる活動をたくさん行いました。農業体験、見学

体験、花いっぱい運動等、地域の方の協力なくては実現しなか

ったことばかりです。皆さんお忙しい立場にありながら、時間

を作って子どもたちファーストで協力いただくので本当にあり

がたいばかりです。そして、さらに嬉しかったことは、地域の

方が「児童さんとたくさん話しながら活動できたので、とても

楽しかった。」と言っていただけたことです。これらの地域の方

の声は子どもたちにも伝え、みんなの振る舞いが相手を嬉しい

気持ちにすること、みんなには地域を元気にする力があるこ

と、お話をするなどつながりを持つことは楽しい気持ちにさせることを自覚させたいと考えます。 

それでいうと、今年のこだわりは「あいさつ」。最短のコミュニケーションです。特に見守り隊

のみなさんと取り組み始めてから、学校のバス停・横断歩道のところで熱心にあいさつの啓発を行

っています。朝だから声は出ないか・・と諦めそうになる時もありましたが「もう少しおなかに力

を入れて言ってみるといいね」と促すと、変化が少しずつ見られるようになってきました。「いい

声のあいさつやねえ。聞いていて元気が出るわ。」と声をかける

と、日に日に大きくなっています。し続けること、こちらが諦

めず働きかけることで、岡田っ子が誰とでも気持ちのよいあい

さつするようになるならばそんな素敵なことはありません。こ

の輪が地域全体に広がりますように。 

これからも今だけではなく、将来を見据えた子どもたちの成

長を大切にした教育活動を全教職員で力を合わせて行っていき

ます。ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

    舞鶴市立岡田小学校 校長 森 祐子 

教職員一同 

♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡ 
 ６月は人権について考える月。私からは「友達の心に矢をささない」話をしました。みんなの発する言葉

は、相手を嬉しい気持ちにすることも心に刺さる矢になることもある

と話しました。矢が刺されば、それは、校長先生が抜くことはできな

い、それは刺した人が相手を大切に思った「ごめんなさい」をするこ

とでしか抜けないことも話しました。 

一緒に生活をしているのですから、思わぬことで相手を傷つけるこ

ともあるのです。ともに協力できる人を育てる学校であるわけですか

ら、そこで素直に謝れること、謝っている心を受け入れる心を持って

自分たちで解決していこうと。 

そのために、普段から許し合いが成り立つつながりを築いておく必要があると考えます。一人一人の居場

所や活躍の場がある学校・学級であるか振り返りながら全教職員で子どもたちと向き合いたいと思います。 
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